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興　塞　の　翠　位

　翼豊は眞空管や電球を作り，物理學者が原手物理學の

鋳究に使用しているだけと思われがちであるが，近頃は

事情が襲つて實に廣い慮用範園がある．レンズの反射防

止，分子蒸溜，藥晶乾燥などと工業的慮用がますます廣

くなつてきた．このよ・うな鷹用は「高虞窒」の慮用であ

る．高翼空は英語でも“High　Vacuum”であるが，高

虞空になると貴は歴力は低いのである．歴力が「低」い

程貫空度は「高」く，蓮に塵力力｛「高」いと眞璽度は

　「低」いのである．このζとは曾話の時に實k困つ拠も

ので，漉線を＄e　eしやナい．
　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　敷年來，虞聖技術の基礎的なことカ｛らを研究してきて

實験室であまりにこの混瓢に悩まされるので，2年程前

κ眞空度の呼び方にっいてある提案を考えたこと淋あつ

た．　とこるが最近これによく似た提案を英國のE正L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
Tounsendが行つて》・るので紹介したv・．　（Nature　155

（1950）　545）　　　1

’　それは歴力の比の封敷を考えるもので，電氣の増幅機

の4西によく似ている．虞空の歴力をP血mHgとすれば
　　　　一10！0910P　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　1｝

をもつて翼空度をあらわそうというのである．Natureに

はそのあとで賛成の手紙が二，三田ていて，その一つは

との翠位をとvacdよぶことKしたいといつている．こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
れによるとPとvacの闘係は次o’零うになる・　　t

・ρ，mm　Hg　110－110－210－310－410－510－6
　　vac　　　　　　　O　　10　　20　　　30　　　40　　　50　　　60

ま托次のように從來は不便であっ艶ところも合理的に便

利になる．　　　　　　　　　　　　　　・

　　p，mm　Hg　1×10－3，　9×10－4，　8×10，4，　5　x　10－4，

　　vac　　　　　　　　　30　　　　　30．5　　　　　31．0　　　　　33．O

　　p，㎜潤g3×10’4，1×10“4　・、
　　Vac　　　　　　　　352　　　　　40

このように從來は1×10－3と9又10－4mm　Hgがほとん

ど同じ翼室度であることが一臼でわからなかつたが，　　　・

vacを使えばこれがはつきりしている〆

　また虞璽を電離翼空謙囎濁ることがこれから多いと思

うが，この時に聖氣力ζあるのと，他の氣醗があるのなで

は，電離翼蜜計のよみと眞窒の塵力の關係が違う、宅の

ときKi，氣豊が空氣であると考えて計算した塵力を假り

に虞窒の塵力とすることカ｛あるが，こやによる虞空度を

　ionivac”とよぶことを筆者は提案し為い．とのような

’談話を物理學會め席上で話したところ，vacを作る封敷

をとおのに，絶封塵力の封敷をとつてはどうかという意

見があった，しかし實際的な意味からこれには反封であ

る．が，かりにこれを採用してVactとすれば，　vacとvac’

は一定の差演あるだけである．1血mH琶ぱ1．33x103
dyne〆cm2であるから・
　　　　vac’　＝＝　vacIw31．2

となる．（1950・4・28熊谷寛夫　物工）
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　　　　　　　　　スラッグの色調一

曜1国国囚1松下幸雄（冶金）．－
　　　　　　　　　s　　　幅　　田、榮　　一（東都製鋼）一

　スラッグは千数百度の高濫で熔融駅態で熔銑や熔鋼

と化學反態を繰返して鐵の不純物を除去してくれる

が，その凝固し売ものは作業の如何に從つて特徴のあ

る色調を持つて紡，現揚ではそれを肉眼で調べて燈

況を判定する有敷贅料にしている．確かに盤基性ZPt燈

xラッグのCaOISK）2のほ～32を境にして，紐末の色

が暗褐色から非常に明るv・褐色に憂り，FeOやMnO

或はCr203のような趣移元素の酸化物の多少は着色の

大きな要棄であつて，ガラスの着色同様Fe＋＋，Mn＋＋，

Cr3＋の電子構澄に由來する電のと思われる．そこでプ

　　　　　　　　　ロッ’ク試料や粉末につ込て，色を定量しそ明確な親準

を輿えようとした．・そのたあTaylorの反射計を試作

し，試料表面め反射率を各波長の光に封して求めた．

醜㍊雛驚愚幾1漂婁天聾
て，弛隅においた試料からの反射光線を一旦Al球の

壁に反樹さ．せ，．それを受口から取つて光電樒幅して検

流計で讃み，試料の代りにMgO’をおいた時を標準に

して反射率を電流の比として記録し，第1，2薗を得

た．これは酸性革燈のスラッグで，この外慶基性のも

のにウいてち試みた．このように各色調に封して特有

な曲線ぶ得られ，スラッグの題蓬分析や現揚の有敷な

手掛りにでもなり得るのではないかと思つている．

（1950・5・1）
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　　　　　　一一り波長7入伽〃｝
第1圖一プロヅク歌スラッ’グのIAI光反射率曲線

　　　　　轡演畏λ‘解）　・　　　．
第2圖　粉歌スラッグの分光反射率曲線
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